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ユヒ山地区地域振興計画とtま、北山地区の現状や課題を明らかにして、将来のあるべき姿や理

想 とする地域像を定め、その実現に向けた基本方針を示す計画で、概ね 10年後の地域の将来

像を目標 として、実現するための手段や課題解決に向けた基本的施策を定めたものです。前回

は2015年 (平成 27年)に策定されており、 10年が経過 した本年度が見直しの年になり

ます。

この 10年間を振 り返ってみると、人口減少 。少子高齢化の波は予想を上回る速さで押 し寄

せ、地域を取 り巻 <環境は大きく変わりました。また、コロナ禍の数年間は人 と人とのつなが

りを奪い、生活様式にも大きな影響を与えました。 これまでの活動で培ってきた地域住民の相

互扶助や連携意識、助け合う精神は年々薄れ、機能 しにくくなっています。

これからの 10年間は、住民鵜互の結びつきを深めながら、地域で課題を克服 し、子どもか

ら高齢者まで安′む。安全に暮 らすことが出来る地域づくりが大事だと考えました。

振異計画を策定するにあたり、各地区より2名 ずつ策定委員を選出し、策定委員会を組織 じ

ました。また、地域の声を幅広 く聞くことを目的としてアンケー ト調査を企画 し、 16歳以上

のすべての方々に対 して実施 しました。策定委員会では、地域の課題や地域の資源の洗い出し、

あるいは課題解決に向けた取 り組み、地域の活性化等を議論 し、幅広いテーマでの北山地区地

域振興計画書を策定しました。

今後は、本計画書を基に『人に優 しい、「安ミ」「安全」で、豊かな生活が出来る北山』に

するために、北山地区地域振興会議 として住民主体の地域づくりを目指 していきます。

最後になりましたが、本計画書を策定するに当たり、熱 =むにご指導頂きました策定委員の皆

様をはじめ、アンケー ト調査等で幅広いご意見とご提言を頂きました地域の皆様や関係機関の

方々に′むからお礼を申し上げます。

第 1回振興計画策定委員会 第 5回振興計画策定委員会
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I.北山地区の環境と現状
:.ニヒ山地区の人回の推移 と課題

図 |(世代別人口推移予想)は北山地区の人口を過去の iO年間の変化をもとに、25年後
までを5年単位で試算したものです。2014年 (平成26年 )の人口は2084人 でした
が、 10年後の2024年 (今和 6年 )に は 1682人 と402人 も減少しています。今後
も、 5年間で200人程度減少し2034年 には 1272人程度になると思われます。
年代別人口においては、 2014年 の65歳以上高齢者の人口は664人でしたが、202
4年には703人で39人増カロしています。その後、増カロはみられないものの全体に占める割
合は増え続け、2034年 には全体の50%が 65歳以上になる見込みです。
一方、働き盛りである20歳から64歳の人口は、2014年 は 1076人でしたが、20
24年には757人に減少しています。2034年 には全人口に占める割合は40%程度に減
少しており、65歳以上の割合よりも少なくなっています。このように全体の人口が減少し高
齢化がiILむ様子は、図2(男女年代別人口分布)か らも読み取れます。

図 1 世代別人□推移予想
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図2 男女年代別人口分布
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人口が減 り高齢化が進めば、地域においても様々な問題が起 きてきます。伝統行事の継続や

担い手不足、地域をよ <す る活動が出来ない、空き家の増カロなど、北山地区に於いても年々増

えてきている状況にあります。それだけではなく、農業の生産が減 り、土地の管理が行き届か

なくなり荒れ地も増えていくことが考えられます。地域住民のメンタル面や健康状態も悪化 し、

相互援助や地域の安全面も低下していくと言われています。

高齢化を上めることは私たちにはできません。 しかし、高齢化による様々な課題への対應は

出来ると思います。未来の北山地区のために、自分ができること、地域でできること、行政 と

協力しながらできることをみんなで考えながら歩んでいきましょう。

2.児童 生徒 数の推移 と課題
表 |(児童生徒数の推移)は、白木・北山地区の出生数から推定した児童数の推移です。学
校選択制もあり、実際に筑南小学校や筑南中学校に通っている人数 とは異なります。今後の幼

保育園児数の推移をみても一桁であり、筑南小学校や筑南中学校の人数が増える見込みはあり

ません。そのような状況もあり今和 9年には筑南中学校は廃校になり、南中学校に通 うことに

なります。筑南小学校もこのまま児童数の減少が続けば、二つ以上の学級をひとまとめにした

学級編制の複式学級になる可能性があります。今後、中学校に続いて小学校も廃校になれば、

今以上に人口減少に拍車がかかります。筑南小学校を残す取 り組みをしていく必要があります。

児童生徒の減少は、学校の問題だけでなく、北山地区が大切にしてきた「地域で子どもを育

てる」 という取 り組みも出来なくなってきています。実際、子ども会の運営が難 しくなってい

る地域も増えています。子ども会は、ラジオ体操や清掃活動など様々な活動を通 して、地域 ぐ

るみで子どもを育んできました。また、北山地区には地域の指導者による野球・剣道・サッカ

ーなどの社会体育もあり、多くの子ども逹が活動 していましたが、現在は子どもの減少に伴い

なくなってしまいました。子どもの健やかな成長は地域の願いです。今後は、地域振興会議 と

連携 じ地域で子どもを育てる取 り組みが必要になってきます。



表 児童生徒の推移 (北山・白本地区出生数より試算)
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=.ア
ンケー ト調査からの現状 と課題

l.生活利便性の向上

○ 買い物や交通アクセスが不便である

○ 高齢者や子育て世代が快適に暮 らせる環境を整えること

○ コンビニやスーパーが出来れば住みやすくなる

〇 道路の拡張や外灯の設置を望む

2。 防犯・防災の強化

〇 自然災害や害獣 (イ ノシシ)への対策が羮要

○ 荒廃した山林の整備や害獣対策が急務

○ 災害時の避難場所整備や迅速な対応を求める

3。 担い手の育成・女性のリーダー育成・役員負担軽減

○ 若い世代や女性 リーダー育成を進める

○ 男女平等の推進。性別にとらわれない役割分担

○ 多様性を生か したリーダー育成

○ 役員の負担軽減

4.子どもや若い世代の為の施設整備

○ 子どもたちが安全に遊べる場所の確保

○ 若い世代が集いやすい施設の整備

○ 子ども向けの遊び場や教育支援施設の拡充



5.地域活動の通正化

○ 負担を軽減 しつつ、

活動の見直し

幅広い世代が参カロしやすい内容

6.環境整備と自然の活用

○  「耕作放棄地や荒廃 した山林の整備」や「登山道の整備」など、自然環境を生

かした取 り組み

○ 自然と調和 した持続可能な地域作 り

7.若い世代の意見の反映

○ 若者の視点を地域運営に取 り入れる仕組み

○ 若い世代が戻ってきたいと思える特典の導入

○ 住み続けるための支援策

8.働 く場所の確保と産業振興

○ 若い世代の定住を促進する取 り組み

○ 企業誘致や産業振興、農業以外の雇用創出



Ш.北山地区の目指す将来像
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V.活動計画
:。 人に優しい北山

①高機者や障がい者が安慮して暮らせる町
〇 全地区、サロンを普及させます。
○ 北山コミュニティセンターや地域公民館を利用した小グループの活動
を支援 します。

○ 買い物支援 。ゴミ出し支援等、
取 り組みを支援 します。

独居老人等の手助けについて各区での

② 子育てしやすい町

○ 子どもの遊び場の確保に力を入れます。
O 子ども会活動を支援します。
○ 登校下校の見守り活動団体を支援します。

③積極的に健康作りに取り組む町

○ 定期的に運動している団体を應援するとともに、
年に 1回以上の大会を開催します。

ソフトバレー、グランドゴルフ、ボッチャ、他

○ 運動できる場の確保に力を入れます。 (爾校後の筑南中学校の活用)
0 定期健康診断の受診を勧め、健康寿命の高い地域作りに努めます。

④ 女性や若者が活躍する町

○ ノヽ女市や公民館での女性活躍の取り組みを広報する
とともに、應援します。

○ 北山まつりや筑南スポーツフェスティバルヘの若者
と女性の参画を進めます

2.安′む。安全な北山

① 災害に強い町

○ 大雨などによる災害の際、全住民が素早く避難をし、
一人の死傷者も出さない地域作りに努めます。

○ 災害時に活用できるよう防災計画の修正を進めます。
○ 防災士を中′むとした防災組織を各行政区に作ります。



② 犯罪のない町

○ 駐在所と連携した防犯活動を行います。
○ 外灯・防犯灯の整備に力を入れます。
○ 地域の絆を深める挨拶運動に力を入れます。

③安全な環境の町

○ 道路や河川の整備に力を入れます。
○ 犯罪を未然に防ぐ挨拶運動に力を入れます。
○ 箱わな会や猟友会との連携によるイノシシ対策を検討します。

3。 伝統・文化を大切にする北山

① 伝統行事を大切にする町

O Jヒ 山まつり。敬老会を継続 します。

○ 各区の地域行事の振興に協力します。

② 新しい文化の創造にチャレンジする町

○ 北山の魅力を色々な情報の発信により広めます。
ホームページ、フェイスブック、北山新聞、他

○ 地域の資源を生かした観光客増の取り組みに協力します。

亀鶴士斎 機 1山1鉾
:11111111`‐      | ‐il‐ |_1   .‐・ ・ ‐  ‐,.  |

諫  
・
‐‐   ‐

メL山地区lt裁撮興会議のネームページ
hitps:/ノ資||● y機鋤攣―sllinttotlkoi彗 :.co鋤 /
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③ 自然環境・生活環境を大切にする町

○ 千聞土居公園美化活動の取り組みを継続します。
○ 道路 。公園などの除草作業に力を入れます。
○ 放置竹林などの整備について市への働きかけを強めます。
○ 「自宅前道路の美化活動」に取り組みます。

計画作って終わりではなく、また 10年後に見直すだけのもの
でもありません。半年後や 1年度に課題がどのように変化し、ど
の程度進展しているかを定期的に観測・点検する仕組みが不可欠
です。さらに、時代の流れが速い現代では、課題の優先度も日々
変化します。その変化を的確に掟えながら、地域の住民一人ひと
りが主役となり、共に地域を発展させる取り組みを続けていく事
が振興計画策定の最大の目標です。

■
■



Ⅵ凛計画推進組織

北山地区地域振興会議組織図
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(会長、爾会長、事務局、会計、理事)

集落支援費

行政医長会

・北山行政区長会 (全震)

・自治会長 (全員)

・北山/ディース (全員)

。民生児童委員 (全員)

公共団体
む消防団北山分団 (代表)

。交通安全協会北山支部 (代表)

。北曲駐在所

・筑繭小 PTA(代表)
・筑商中 PTA(代表)
地域溺体

・八女市商工会北曲支部 (代表)

・箱わな会 (代表)

祭り実行委員会

敬老会実行委員会

青少年育成部会

男女共同参画部会

未来づくり部会

広報部会「情報発借」

防犯・防災推進部

環境保全推進部

運動推進部
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Ⅷ口参考資料
l.北山地区地域づくリアンケート調査結果概要
「北山地区地振興計画」を再策定するにあたって、実施 したアンケー ト調査について、結果

の一部を掲載いたします

(|)住民アンケー トについて

①調査方法  16歳以上の住民全員に実施
②回収状況  配布 1521枚、回収 1001枚、回収率65.8%

間 あなたの年齢を教えてください
NO. 回答数 比率

1 0)80歳以上

970歳代 23.07

Э 60歳代 21991

Э50歳代
Э 40歳代 94%
Э 30歳代

Э20歳代
10歳代

Э不間 129
1 Э空自 0.39

総回答薮 1001 100.0,

あなたの年齢を教えてください

⑦6昂  91翌

●① 80歳以上●② 70歳代
●⑥30歳代 ●⑦ 20歳代

■③ 60歳代 ■④ 50歳代
薔③ 10歳代 薔⑨不間

※総日答数 1001件

()は、回答数

●⑤40歳代
■⑩空自

間 あなたの家族構成について教えてください

●①親と子と孫同居(三世帯同居)
●③夫婦二人暮らし
口⑤その他
●②空白

■②親子同居(二世帯同居〕
■④一人暮らし
■⑥不問

NO. 回答数 比率
1 υ親と子と孫同居 (三世帯同居)
)親子同居 (二世帯同居 ) 42C 42.(滑

D夫婦二人暮らし 23C 23_9勲

一人暮 らし 9.3例

Эその他 6_勧

)不 Fpl 1

)空白 0_6摯

総回答書 1001 1000勁

あなたの家族構成について教えてください

総回答数 1001件
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NO. 回答数 比 率

1 )4ヽ倉谷 16.1,

)上ノ原 13.5,

Э大倉谷 11.2,

4 手ノロ

顧 原

6 Э谷中 7.7'

踊 ノロ 6.靭

Э鞍懸 6_40/

曜ヽ路

)山下 5.鋤

3つ中川原 4 45,

1 ノ子 3.00/

1 可ヽ倉谷団地 2.1,

141 )不間

Э空白 1 0_1,

総回答数 1001 100.助

間 あなたがお住まいの行政区を教えてください
あなたがお住まいの行政区を教えてください

① 45%

C451

① 2.1%∞

０

⑫

く
① 5幌

(50

05鋼

※総回答数 1001件

()〔ま、回答数

●〇小倉谷   ■②上ノ原
■⑤西原    ■⑥谷中
■⑨小路    ●⑩山下
■⑬小倉谷団地 ■⑭不間

饉③大倉谷   ●④井手ノロ
■⑦樋ノロ    ■③鞍懸
口①中川原   ■⑫男ノ子
鳳⑮空白

お住いの状況について

※総園答数 1001f4・

()は 、回答数■①校区外から引っ越してきた
■②生まれて以来ずっと北山地区に住んでいる
■③元 北々山地区出身で校区外に住んでいたが戻つてきた
●④不問
E⑤ 空白

F・51お住まいの状況について
NO. 回答数 比率
1 校区外から引っ越してきた 477 47.7勲

Э生まれて以来ずつと北山地区に住んでいる 33.4摯

3 D元 北々山地区出身で校区外に住んでいたが戻つてきた 17.2勲

4 0不問 1_(D

5 空 自 0.3助

総回答数 1001 100.0,

間2あなたは北山地区を住みやすいと思いますか
NO. 回答数 比率

1 ])住み良い 23.2,

2 どちらかといえば住み良い 31.2,

3 )どちらともいえない 26.1,

4 )どちらかといえば住みにくい 8.5,

5 Э住みにくい
6 不 問 7 0.7,

7 D空自 0.3勁

総回答勢 1001 100.勧

あなたは北山地区を住みやすいと思いますか

■①住み良い

●0どちらともしヽえない
■⑤住みにくい

日⑦空自

壼②島 らかといえば住み良い
●④どちらかといえば住みにくい
●⑥不間
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NO_ 項 目 回答数 比率

1 自然環境に恵まれている 408 30.19

2 公害や自然災害が少ない 279 20.6%

3 住みなれて愛着がある 279 20.6%

4 近所づきあいがしやすい 139 10.2%

も買い物など日常生活が便利 57 4.2%

道路が整っている 56 4.1%

7 防犯や防災の面で安心 員
υ 4.1%

8 地域行事等に参加しやすく楽しい 1.5%

9 通勤、通学などの交通の便が良い 1 1.2%

10 子育て環境が充実している 0.7例

福祉などの生活支援サービスに満足だから 8 0.6,

12 教育環境が充実している 8 0.6%

霧 よい働き場所がある 7 0.57

学習やスポーッ活動の機会が充実している 4 0.3%

その他 10 0_7%

総回答数 1357 100、0%
|

問3問 2.で「住み良い」「どちらかと言えば住み良い」と
回答した方に、その理由をお聞きします

間4問 2.で「住みにくい」「あ らかといえば住みにく
い」と回答した方に、その理由をお聞きします

『
ぽ
陶‐澤
層置

NO. 項 目 回答数 比率
1 買い物など日常生活が不便 35 25.5%
2 通勤、通学などの交通の便が悪い 58 17.4%
3 地域行事等への参加がわずらわしい 9.3%

4 よい働き場所が少ない 25

5 公害や自然災害が多しヽ 24 7_2%

道路が整っていない 19 57%
7 福祉などの生活支援サービスに不満だから

防犯や防災の面で不安 5.1,

近所づきあいがしにくい 3.3,

住んでいても愛着がわかない 1 3.9%

自然環境が失われている 1_8%

1 子育て環境が不十分 1.8%

1 学習やスポーッ活動の機会が不十分 1.5%

14 教育環境が不十分 3 0.9%
15 その他 3.3%

総回答数 333 100.0%
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NO. 回答数 比率
1 Эかなり住み良くなった 4.99

やや住み良くなった

:わらない 55.9

Dやや住みにくくなった 10.1,

)かなり住みにくくなった
|わからない 12.7,

その他 1_4踊

)不問 1.7,

)空自 7 0.7勁

総回答数 1001 100.鋤

間5北山地区は以前(10年くらい前)と比べて住み良い
まちになりましたか。

北山地区は以前 (10年くらい前)と比べて住み

良いまちになりましたか

■①かなり住み良くなった ●②やや住み良くなった ■③変わらない
●④やや住みにくくなつた ■⑤かなり住みにくくなつた ■⑥わからない
■⑦その他       ■③不問        ■⑨空自

あなたは今お住まいのところに住み続けたいですか

⑥5儡

■①これからもずっと住み続けたい
●③いずれは市外に移りたい
●⑤すぐにでも市外に移りたい
●⑦不問

口②市内の他の場所に移りたい
●④市外に移るかもしれない
●⑥その他
■③空白

RI∬
%RI選

※総回答数 1001件

(】ま、回答数

間6あなたは今お住まいのところに住み続けたいですか。
NO. 回答数 比率
1 υこれからもずつと住み続けたい 55.7秘

Э市内の他の場所に移りたい 6.79

Эいずれは市外に移りたい
41④市外に移るかもしれない 101 10.9,

Dすぐにでも市外に移りたい 29%
Dその他 5.Oil

7 不 間 9.61

)空自 0.5,

総回 1001 1001("

※ 総回答数 1001件

()は、回答数
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問7生活を維持する上で、不便や不安を感じること

NO. 項 目 回答数 比率

1 日常の買い物が不便 532 17.29

2 人口が減少し、地域がさぴれてきている 429 13.9ツ

3 病院への通院が不便 294 9.5ツ

4 空き家の増加により住宅が荒れている 255 3.3%

5 地域の共同作業への参加がむずかしい 176 5.7%

6 後継者がおらず農業・商業が続けられない 165 5.3%

フ 通勤圏内に働く場所がない 161 5.2%

8 近所づきあいがうすれてきている 157 5.1%

9 小さい子どもの遊び場がない 153 5.0%

道路 F・5題 144 4.7ツ

1 人間関係がむずかしくなつてきている 135 4.491

2 防災対策 3.8物

防犯・交通安全対策 115 3.7ツ

学校への通学が不便 114 3.7%

伝統行事や文化活動ができなくなつている 101 3.3%

特にない C 0.0%

7 その他 1.2%

総回答数 3031 100.鍬

間8あなたは地域における様々な活動や行事に参加されて
いますか。

あなたは地域における様々な活動や行事に参加されてい

ますか。
⑤28%                    ―

※ 総回答数 1001件

〈)は、回答数
■②時々参加する■①よく参加する

樹③ほとんど参加しない ■④まつたく参加しない
■⑤そのような行事がない又は知らない  ■⑥その他
■⑦なし                ●③空自
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間9地域の活動や行事を活性化する上で必要な取り組み
は何だと思いますか。(回答は3つまで)

500      60o

――・―
¬

-
饂

-零
軸

回
―

―

  |

0   100  200 300      40C1      500      600

饂

蝙

Υ

蝙

暴

螂

蝙

録

攀

轟

轟

姜

-

荼

暴

銀

鵬

間10あなたが参加したいと思う活動は何ですか。(複数回答可 )

NO 項 目 回答数 比率
1 地域の清掃や環境美化に関する活動 129)

2 健康づくりに関する活動 120%

3 お祭りや運動会など地域の交流を図るための活動

ゴミ処理やリサイクル活動に関する活動

生涯活動やスポーッに関する活動

地域の交通安全や防災・防犯に関 52%

高齢者や障がい者の在宅支援活動

地域の歴史や文化を守る活動

子育て支援や教育環境に関する活動 49,

1 地域のまちづくりを考え実践する活動

11 ltL域住民の声をまとめて行政に伝えていく活動

都市との交流や観光に関する活動

特にない 192別

その他

総回答勤 207C 10009

F・311ヨヒ山地区にとって重要だと思うことは何ですか(回答者1001人 )

NO 項 目 回答数 比率
1 安心・安全 (防犯、防災、交通安全など),活動など) 26_8'

福祉・健康 (高齢者,障がい者支援、健康づくりなど)
生活環境(道路整備、上水道整備、下水道整備、公営住宅)
子育て・教育 (子育て支援、あいさつ運動、スポーッ振興、シエア世代の活用など) 22〔 10_4%

環境・自然(地域の清掃、ゴミ処理、リサイクん 196

産業(商業振興、農業振興、担い手育成、企業誘致など)
7 也域コミュニティ(地区内連携、相互扶助、協働、集落・住民活動支援、人材育成など)

霞光・交流 (地区情報発信、都市農村交流、直売・農泊等の交流ビジネスなど)

岬

`ヒ

(地域の歴史、文化の保存継承など) 22,
その他 0_71

総回答数 2206 100_09
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問12あなたは、将来の北山地区をどのようなまちにしたいですか

NO. 項 目 回答数 比率
1 高齢者や障がい者が安心して暮らせる福祉のまち

子育てしやすく子どもたちが明るく育つまち 16.8%

3 災害に強く犯罪や事故のない安心・安全なまち
4 自然が豊かでうるおいのある生活環境のまち 22〔 98'
5 道路や公共交通などの利便性の高いまち: 3.0,

みんなで支え合う地域コミュニティの活発なまち 74,

農業が盛んで田畑の美しいまちi 7釧

保険医療が充実した健康づくりが盛んなまち

人権を守りさまざまな人にやさしいまち
1

―

不業が盛んで買い物に便利なまち
11 菫業が盛んで働く場所が多いまち 18,
生涯学習、文化活動やスポーッの盛んなまち 43

1 家庭や職場などで男女が共に参画するまち
1 歴史文化を大切にするまち

1 大勢の来訪者が訪れる観光のまち 1

工業が盛んで活気のあるまち 1

ごみの原料やリサイクル活動に積極的に頭り組むまち

情報基盤が整備されたまち 0.勧

総回答数 2328

６０

「■
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2.自 由意見 (要約 )

自由記載欄に寄せられた住民の意見を取りまとめる目的は、アンケートの選択肢では表現し
きれない住民一人ひとりの声を把握し、地域課題の深掘りや新たな視点を発見することにあり
ます。意見を要約する際には、原文の趣旨を損なわないことを重視し、住民の意図を可能な限
り正確に反映しました。また、これらの意見をカテゴリに分けることで、計面に反映しやすい

形で整理しています。

(り 生活利便性に関する意見
・ コンビニやスーパーが一つでもできれば、もっと住み良くなる。
・ 千間土居の道路を広 くしてほしい。

・ 電柱の外灯を点灯 してほしい。子どもが習い事から帰る際、道が暗すぎる。
・ 空いた土地に集合住宅や団地ができれば子どもたちも増えると思う。
・ 北山地区にお店があれば助かります。

・ 車以外の交通手段がもっと便利になればいいと思う。

・ バスの運賃が高く、 1時間に 1本もない。もっと利用しやすい移動手段が欲 しい。
・ 味噌工房が欲 しい。特に子どもと一緒に作れる場 F~rを 望む。
・ 病院や店舗など生活施設の充実を求む。

(2)防犯・防災に関する意見
・ 山下地区の水害対策ポンプ設備が役に立っていないため、改善 してほしい。
・ 大雨時の災害が年々酷くなっている。補助金を出して引越 しを支援 してほしい。
・ 災害対策が迅速にできる町であってほしぃ。

・ 夜間の街灯が不足 し、帰宅時に道が暗すぎる。

・ イノシシや猿が多く、夜道を安′せして歩けない。害獣対策が必要。
・ 千FHI土居の道路の竹を切 り、明るくしてほしい。

(3)子育て・教育に関する意見
・ 公園や広場があるといいなと思う。外で遊べる場所が不足 している。
・ 北山エリアに室内施設など子どもが安全に遊べる場所が欲 しい。
・ 中学校や小学校がなくなるのは残念。学校がないと地域のつながりが失われる。
・ 子どもが買える駄某子屋があればいいと思う。
・ 子どもの通学に不安を感じる。通学路の安全を確保 してほしい。
・ 地域の教育を支えるコミュニティスクールtll度を推進 してほしい。

(4)地域活動・ コミュニティに関する意見
・ 各地区の役員や理事に女性の登用を進めるべき。
・ レディースとぃう枠組みをなくして役員負担を平等にしてほしい。
・ 伝統行事を維持することに力を入れてほしい。
。若い世代の横のつながりが希薄であるため、緩やかにつながれる場が必要。
・ 活動に参カロするハー ドルが高いので、コミュニケーションの場が必要。



。地区の行事が負担にならないようにしてはしい。

・ 外部から移 り住んできた人の意見も聞いてほしい。

(5)自 然環境・インフラ整備に関する意見

・ 山林が荒廃 している。山の整備や登山道の整備が必要。

・ 耕作放棄地の整備を進めてはしい。

・ 道路に雑草が茂り、動物が道路を歩く状況を改善 してほしい。

。自然を生かした環境整備が羹要。

(6)若い世代・働 く場所に関する意見
。若い世代の意見をもっと取 り入れてほしい。
。若い世代が定住できるような特典を設けてほしい。

・ 地域に働ける場所を作 り、企業誘致を進めてほしい。

・ 農業以外の産業振興を進めてほしい。

(7)地域運営・課題に関する意見
・ 地域活動に役員や委員を頼 りすぎている。役員負担を軽減 してほしい。

・ 区に入る際の入会金制度を見直してほしい。

・ 地域だけでは解決できない問題が多く、行政がもっと支援すべき。

(8)文化・伝統に関する意見
・ 神社やお寺の伝統行事を続けることが大変になっている。

・ 伝統行事を盛 り上げてほしい。

(9)その他
・ 年齢や体調で地域活動に参カロできない人がいることを理解 してほしい。

・ 大牟国市を参考に、高齢者や若者が利用できる公民館の設置を検討 してほしい。

・ コミュニティスクールや学習スペースなどの設置を望む。

・ 自然を生かした子育て世代向けのイベントを増やしてほしい。

・ 自分たちの地域を大切に思う一方、外部 との協力も羹要。
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Ⅷ.策定委員名簿

地 区 氏 名

山

下

中島  輝 国

松尾  禎彦

平野  美恵子

鞍
懸

森  慎一部

塩塚  英 二

柏村  里佳

男
ノ
子

谷川  敬一

渕上  健

谷川  貴子

画
原

谷川 敏治

谷川 満則

谷川  直美

小
倉
谷

松崎  龍二

田中  瑞年

江 島 利絵子

だヽ

倉
団谷
地

江良 道繁

平古場  毅

橋爪  恵理

上
ノ
原

内野  卓夫

江上  一則

原  京子

小
路

川 島 達也

田中 一廣

霜  加津代

地 区 氏名

橿

ノ
回

原 寿晃

栗原  健児

大城  直美

申
川
原

西江  久道

竹島 雅裕

西江  八千代

非
手
ク
回

松尾  克也

ゴヒ田 豊

宮内 恵美

饗
申

松 崎  英明

松 崎  聖一郎

牛島 和子

大
倉
谷

山口 智底

朽綱  俊哉

持丸  明子

会 長 中島  和敏

行
政
区
長

甲斐 田 武利

鵜木  耕一

大坪  初次郎

東 哲也

会計 鎌 田 好一

理
事

池田 秀昭

藤井  康弘
集落支援員 筒井  伸
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昭和 3年 (1930年 )頃の北山尋常高等小学校 (樋ノロ)

「口椰1 本ヽ一
■

:ヒ 1


	前編_最適化
	資料6



